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（進行）…晴永教育長が開会のあいさつをいたします。  
 
（教育長）…それでは，まず開会に当たりましてお礼を申し上げたいと思います。喜界島

方言調査団の先生方が約 33 人おみえでありますが，1 つは，当喜界島を調査の対象にして
いただきましたことに，まずお礼を申し上げたい。2 つ目は，今日のこのシンポジウムは
当初，予定になかったのですが，先生方，8 日にいらして，今日までずっと調査，調査だ
ったんですけど，お忙しい中，時間を割いていただいて，喜界島のためにシンポジウムを

特別にセッティングしていただきました。このことに，木部先生はじめ，先生方にお礼を

申し上げたいと思います。ウフクンデール。ありがとうございます。  
� 今日のこの会は，いきさつを語りますと，昨年，鹿児島地域文化創造事業というのがあ

りまして，この文化創造事業に今年の 3 月まで鹿児島大学の法文学部の学部長でした木部
先生が指導助言に来ておられて，そして喜界島ブロックの指導助言をしていただいたんで

すが，喜界島の方言のユニークさ，それから小中学生が方言を受け継ごうとしている活動

等に関心を持たれて，この調査団の調査をしていただいたということです。窓口は喜界町

の生涯学習課，吉本課長をはじめ，文化担当の重野泰介社会指導員などと打ち合わせてき

ました。今日まで調査されて，明日お帰りですよね。約 10 日近くきていただきました。  
� 島の方言が消えかかっております。私たちの年代以上の皆さんはしゃべれるわけですが，

40 代，50 代もしゃべれるんですが，敬語が使えないとよく聞きますし，その下の年代は，
聞いて分かるけれども，十分にしゃべれない。ましてや小中学生はやっと分かるぐらいだ

と伺っています。そういうことで，学校では方言大会，あるいは方言劇などの発表会をし

たりして，そのほかに高齢者の皆さん方に方言を習う総合学習などを行っているところで

す。教育委員会としましては，3 年ほど前から島ゆみた大会，それから島唄大会等を当時
の生涯学習課に立ち上げていただいて，今につないでいるところです。  
� 方言検証の問題点は，この後，シンポジウムでも出ると思うんですが，課題はどこにあ

るかというと，やっぱり 1 つは，核家族化が進んで，祖父母と一緒に暮らさない家族が増
えて，お父さん，お母さんが共通語でしゃべるので，小中学生が方言に触れる機会がなく

なったこと。もう 1 つは，マスメディア，テレビ文化がこんなに盛んになって，朝から晩
まで東京弁，共通語を聞いている，そのことで，物を考えるのに共通語で考える。たぶん

私より上の世代は，方言，微妙な言い回し，それで考えて情が伝わっている，そういうこ

とが薄れつつある，こういうことかなと思っております。  
� おとといの土曜日，湾集落の調査団の調査をちょっとのぞかせていただきましたが，高

性能ピンマイクをこうセットして，そして聞き取り調査に協力しておられる島の高齢者の

皆さんに，これは何と言いますか，例えば「くわ」のことを「クエ」と言いますけど，も
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う 1 回お いしますと，2 ，3 しておられました。このようにして，消えかかっ

ている島の言 が として後世に されるのはすごいことだと思いました。今年中に

も 行されると伺っております。 に な調査をしておられて，学問というのは

しいなということをあらためて思いました。  
� 後に，私は土曜日，湾校 の高齢者学 での木部先生の講演を しに行きまして，

すごく 動したことがあるんですが，その中 をあんまり しく語ると，今日のシンポジ

ウムに出るんですかね，先生。出ませんか。じゃあ，その を 木部先生にしていただ

きたいんですが，こんなに小さな島に 950 年ごろ使われていた言 がある集落で ってい

る。また の集落では じ言 が別の表 で っている。これは 時代のことだと。そ

して，私の 木では，使っている言 は 1570 年ごろ， 国時代のちょっと前ぐらいの言

が っていると。それらは当時の文 ， を せた書物の中に っている，そういう

研究の を湾校 で語っておられました。  
� 小さな島に， じ 1 つの 語が別 の発 で っているということはすごいなと思いま

したし，その 思 さにも を打たれました。私の明 生まれの祖父が， が島は大 言

が っていてすごい島であるという うに，小学生の私に言ったことが思い出されて，

いたく 動したところです。このことに後で木部先生， 触れていただきたいんですが，

よろしくお いします。  
� 小さな島でありながら，このように集落，集落で発 が う，アクセントが う，イン

ト ーシ ンが う，これはすごい だと思っています。何とかして後世に せたらなと

思っているわけです。言 というのは，生活の中からにじんできますし，また生活が言

を 定するというか，そういう 方 の関 があると思っていますが，今日のシンポジウ

ムの中でもそういうことが明かされていくのかなと思っております。  
� 本当に今日は ールいっぱいの町 の皆さんにおいでいただいて，担当した生涯学習課

の皆さんも しているんじゃないかなと思います。それでは，先生方，よろしくお い

します。本当に今日はありがとうございます。  
 
（進行）それでは ですけれども， ストの先生方， 会の木部先生，ご をお

いします。この事業の ーム ー ーであります国立国語研究所の 所長の木部 先

生， 会進行をよろしくお いします。  
 
（ 会）皆さん，こんばんは。今日はこんなにたくさんの方が来てくださいまして，あり

がとうございました。私どもは 9 月 9 日に りまして，10 日から今日の 前中まで，9 つ
の地 にお しましたが，そこに来てくださった方も今日たくさんいらっしゃってくだ

さいました。ありがとうございます。 なら，この時間はだいたい家でゆっくりテレビ

を ながら晩ご ，あるいは の方は晩 でも，晩 は レ メとこちらでは言うんです

か， レ メの時間ではないかと思いますけれども，本当にありがとうございます。  
� 国立国語研究所は， 23 年にできた研究所です。 後間もなくです。国語，日本語

を研究する部 として 立され，それからずっと日本語の研究をやってきました。日本語
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は共通語だけではありませんから，これまでも国立国語研究所は方言の調査をたくさんや

ってまいりました。 国地 を ったりもしておりますし，重 なポイント，ポイントに

なる地点の調査も今までいくつか行っております。  
� 年の 10 月に国立国語研究所は ニ ーアルしまして，もう し研究に重点を こう

ということになりました。今，これだけ世界がグロー ル化しますと，世界の情報もどん

どん って来る，それから の力で世の中が動いていくということが いんですね。そ

れに対して，やっぱり文化は と じぐらい大事ですので，その れの中で，日本の文

化，日本の言 ももっと に取り まなければいけないということがありまして，もう

し日本語の研究に力を れて，これを，日本の国 だけではなくて，もっと 国にも

アピールしていこうという方 性で ニ ーアルしました。  
� 研究所の中には，いろいろなセクシ ンがあって，いろいろな ロジ クトをやってい

ます。方言の ロジ クトも大きな です。方言の調査は 23 年以来，国立国語研究
所が取り んできたテーマの 1 つですが，中でも，特に 方の ， ，それから東京

の ，それとアイ 語，このようなものがユ ス で消滅の危機の 合いが高い言語

として げられておりますので，こういうものに重点的に取り みたいというので，特別

ロジ クトを りました。それが私が ロジ クト ー ーをしている消滅の危機にあ

る方言を保存しようという ロジ クトです。  
� しかし，考えてみたら，日本中の方言が危機に していると思います。事情は東 も

じですし，本 のいろいろな地域でも方言が消滅しつつあります。私は今年の 3 月まで鹿
児島大学におりまして， の方の方言を 分が今までやってきたことという もありま

すけれども，日本語の中でもとても重 だと思っております。それで， ， の方言

を担当することになりました。  
� そのときに，研究者が一人一人で行くのではなくて， の研究者が 1 つのところに行
って，何かみんなで しながら調査をしたい，その地域の をしたいと思ったん

です。それで今回， 1 回目の みとして喜界島に りました。これから に 4 人の
ストに発言してもらい， 後にディス ッシ ンを行い，できれば来てくださった皆

，調査に に協力してくださった方がたくさんいらしていますので，そういう方から

のご 問やご を受けて，みんなでディス ッシ ンしたいと思っております。  
� それでは，よろしくお いします。 は， 初にトマ・ ールさん，2 目に 永

さん，それから 3 目に 先生，4 目に 本先生という でいきたいと思います。

それぞれ 介も ねながら，今回の調査で じたこと，あるいは ， 分がやって

いらっしゃることも めて していただければと思います。  
� 初にトマさん，よろしくお いします。  
 

古い部分と新しい部分�

 
（トマ）皆さん，こんばんは。� 間，お忙しい中，方言を教えていただきまして，本当

にありがとうございました。大 になりました。 に 介させていただきます
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と， は生まれも育ちもフ ンスで， 年， 課 を わりまして，今，京 大学で研

究員をやらせていただいております。今まで の 島という の島の方言の調査を

してきましたが，今回初めて喜界島に来て，この方言の調査に させていただいて，本

当にいろいろ になりました。�

� は，特に言 の に があって，先ほどの教育長のお にありましたように，こ

の喜界島の方言に い言 が っています。いろいろ調べた中で，いくつか かに教育長

さんがおっしゃったように， の文 に れていて，今の 語や本土の方言でなかなか

使われていない，なくなってしまった 語がたくさんありました。いくつか例を げます

と，例えば「イ 」のことは 語でもいろいろな方言でも「イ 」ですけれども，こち

らの喜界島では イ などのことを「ウム」と言いますよね。これは， 集 などの文

を ると，「イ 」ではなく「ウ 」という が出ています。喜界島と じですね。そう

考えると， 語の方が わってしまったので， は 語の方が「なまって」います。

また， の を指す「 ニ 」という言 が喜界の方言にありますね。これも の文

に「 」という 語がありますが， 語にないです。もうなくなった言 です。 に

のことを 語では「ユメ」と言いますが，喜界島では「イ 」ですね。これも の文

では「イメ」となっていなす。これも 語が「なまった」のです。また， さんのこ

とを「ト ジ」とか言いますが，これも 集 などに「トジ」（ ）という言 があ

ります。これもおそらく今本土のどこでも使われていない言 だと思います。それに発

にも い特 が られます。例えば っぱのことを喜界島では「フ ー」や「 ー」と言

いますが，これも明らかに い特 です。そこも 語がなまって の「 」が「 」と

なってしまいました。�

� 発 や 語の で い特 が喜界島方言にたくさん られまが， 方では 化によって

しくできたものもたくさんあります。 に発 のことをずっと � 間調べましたが，世

界のいろいろな言 を ても，なかなか にない，めずらしい特 が喜界島の方言にあり

ます。例えば が大 した「ニィ」と「 ィ」，「 」と「ッ 」，「ク」と「ック」

などの 別は一部の方言には られましたが，めずらしくてかつ しいと思いました。あ

とは，「 」でも「 」でもなく，「フ 」に近い を何十回も しに発 しても方言を教

えてくださった方に「 う」と言われて，大 しました。�

� 教育長の にもありましたが，方言をどうやって せばいいのかという問題が しいで

す。フ ンスでは方言がほとんどもうなくなってしまっています。フ ンスでも日本と

じく「方言 」のようなものが あって，学校で に教育が しかった ，方言がも

うなくなっています。 られた地方にしか方言が っていませんが，どうやって してき

たかといいますと，まずは学校の教育はその土地の言 で行われています。つまり先生が

語ではなく方言で に教えています。それに � 時間とかの い ではなくて，朝

から までずっと方言だけの ジ があって，方言のテレビ もあります。そうすると

方言がうまく ると思います。それは で， じようなことを日本でやるのは しいか

もしれませんが，方言を す 力な方法です。�

� ほかの研究者を代表して，この一 間 させていただきまして，ありがとうございま
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した。いろいろ いことが できて， 重な方言を生で聞けて，大 よかったと思

います。 は 人的にまた来ると思いますので，その時 しくお いします。どうもあり

がとうございました。（ ）�

�

い�

�

（ 永）こんばんは。まずこんな い時間 にこの に皆さんにお集まりいただいたこと

に対して，本当に心から いたします。私は，生まれも育ちも の とい

うところなんですが，大学は東京大学に通っていまして，そこで言語学というか，方言を

中心に しています。  
� 私の調査している方言は，お の 大島の 検 という の，さらに 湾という集落

の方言で， はそちらを中心に研究をしています。今回は喜界島に来られるという本当

に 重な機会にめぐりあえましたので，メン ーと一緒に と させていただきまし

た。 
� 今回，私が所 したグルー では，喜界島の小野 と ，上 ，中 ， 木の 5
集落の方にいろいろと方言について教わりました。そこで，せっかく私が 大島， 検

の方言をやっていますので，まず 初に，大島とこちらの喜界島の 5 所の地域との間

で いた いと共通点というのを しお しさせてください。  
� まず 1 つ目に いたことですが，大島の 検 の方言もこちらの喜界島の方言も，

分のことを「 ン」と言いますよね。しかし，「私」と言うだけでは「 ン」なんですが，

例えば「私は」という うに何か言 をつなげると，大島と喜界島では し いが出てく

るということに きました。今回は喜界島の 5 所の地域に んでいる方 に方言を教

えていただきました。みなさんは，言ってみれば私にとって喜界島の方言の先生です。こ

れらか私が生 として文をちょっと発 しますので，先生であるみなさんはどうかビシ

シと 点してください。  
� まず 1 つ目は小野 の方言です。「私は の し が べたい」という文を小野 の

方言でどう言いますかと聞いたら，「 ー トー  シ � ンブ イ」という うに

教えていただきました。 いのは， 初の「私は」のところです。「私」だけで聞いたと

きには「 ン」と言っていたのに，「私は」と聞いた に，「 ー」となりますね。大

島の 検 ではどう言うかといいますと，例えば今の文は，「 ン  トー  シ �

ン 」という うになります。つまり，「私は」の部分は，大島の 検 の方では「

ン 」ですが，喜界島の方では「 ー」となるんです。そこで私は，ああ，こんなに，

目で えるくらいに近い にある大島と喜界島でもこんな いがあるんだなと きまし

た。 
� さらに，もう 1 つ いがありまして，例えば し を指す 合，「あなた」とか「お

前」という言 がありますが，例えば い年や年下に対しては，こちらの喜界島では「 」

または「 ー」と言いますね。ですが，これは大島の 検 だと「ウ 」と言うんですね。

が うなと。目上の人に対しては，もちろん「 」とか「 ー」という言 は 礼
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なので，じゃあ，どう言いますかと聞いたら，目上の方に対しては「 ー 」（ では

「 ーメ」）という うに教えていただきました。これも 検 では「 ン」という うに

し くなります。  
� そこで，「お前」というのを んだ文を，今 は で教えていただきました。「お前

はその の 前を っているか」という文ですが，これを では「  ウン イユ  
ー  シッ ンニ 」と言う。 初は「 」になりますね。例えばこれが大島の 検 だ

と，「ウ 」を使って，「ウロー ウン ッユ  ー  シッ ンニ 」という うになり

ます（大島 検 では，「お前」は「ウ 」ですが，「お前は」は「ウロー」になります）。 
� ということで，大島と喜界島は本当に えるくらいの なのに，こんな いがあるん

だということに っくりしたんですが，でもよくよく調べたら，喜界島 部でも， じこ

とだけではなくて， いもあるんだなということに きました。そこで，本当に ない

のですが， いたこ いを 1 つ げます。例えば「いらない」という表 がありますが，

これは例えば小野 だと「イ ー」という うに，あとは中 と 木だったら「イ ー」

となりますね。 後は「イ ー」「イ ー」と ると教わりました。しかし， と上

だと「イ ン」になると教わりました。これは，もしからしたら，まだ私の調査

の 能性もあります。とにかく， 後が「イ ー」「イ ー」と る地域と，「イ ン」

のようにと ない地域があるのだと きました。これはそれぞれの地域ごとの いなの

か， じ地域でも 2 つの言い方があるのか，といったようなことは今後調べなければいけ
ないことだと思います。  
� しに，「 さえあれば何もいらない」という文 を上 で教えていただいたところ，

「セーセー ア  ーム イ ン」となる。 後は，「イ ン」になると私は聞きました。

しかし， 木だと「セーセー  ア  ーム イ ー」という うに， 後が「イ ー」

という うに て，ああ，ちょっと うのかなと思ったんですね。  
� 後に，特に いたことが つありました。それは，動物に関する方言です。例えば

スを表す方言は，喜界島のどこでも「 ー」という。でも，それが スとかじゃ

なくて， になった に，地域によって な言い方があるということを教えていただ

きました。例えば小野 と だと「マ ー」なのに，上 と中 と 木だったら「グ

ルー」となる。まったく うなと。  
� これに関して，「 べて るだけなら や と じだ」という文を中 の方に教えていた

だきましたら，「 ディ ニット  ，イン ー  グルート  イッスジ 」とな

る。このとき，中 の方に教えていただいて一 いたことなんですが，「 」を「グルー」

というのは の地域でも聞いていたので特に きはしませんでしたが，じゃあ，代わりに

「 」を何と言うんですかと中 の方に聞いたら，「マ ー」と言うと聞いて， っく

りしました。つまり，小野 と では「マ ー」は を指しているのに，中 では

を指すんだということにちょっと きました。ちなみに大島の 検 だと， のこと

は「 ー」といいます。何となく の き に ている じがしますね。「 ー」とか，

あと「グルー」というのも，何となく ロ ロしているような ，何となくそういう の

き に ているなと思ったんですけど，どう考えても がマ ーと くとは思えな
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いので，これはどういうことかなと思いました。でも というと，やっぱり ， と

いえば というようなことが思い か ます。つまり， と はいつも一緒にな

っている がします。  
� 何か思い かべるときにいつも一緒になるもの 言 が れ わるということは

あります。例えば 近の例ですと，ト の メ ストの がやった

にイ ウアーという があるのをご存じかもしれませんが，あのイ ウアーとい

う は， は を って げる上 の のことを言うのではなくて，下 の の （演

をするときに を開いて，つま先を に げて， に る）を本来はイ ウアーと言

うんです。しかし，皆さんはやっぱり った上 の に目が くので，そっちをイ

ウアーと んでしまいますよね。つまり，いつも アにあるもの，この 合ですと上

と下 ですが，下 をイ ウアーと んでいたのに，上 の方が目立つから，そ

っちをイ ウアーと んでしまうというようなことがある。  
� だから， と がいつも一緒にいて，「マ ー」と言っていたのに，ああ， の

方を「マ ー」と言っているのかな，と考えるのも，もしかしたらあり るかもしれませ

んね。でも，これは本当にそれが なのか分かりませんが，でもそういうこともあって

もおかしくないと思いました。  
� ということで，今回は ほんのさわりしか分かってないので， しだけなんですけど，

大島と喜界島の方言の い，そして喜界島 部の いに くことが出来て，本当に

すごく になりました。また今 来たときに，いろいろ教えていただければ いです。

どうもありがとうございました。（ ）  
 

と と い �

 
（ ） ー（私は）  ッ （来た）， 大学  です。 ーシマユ

 ー ニ� セー ー  ウフクンデー （喜界島言 を私たちに教えて下さり

ありがとうございました）。私は 27 年前にも来ました。そのときには， と と

中 と を調査しました。27 年ぶりの調査だったんですが， と わらず方言を教えて

いただきまして，本当にありがとうございました。  
� の方言と喜界の方言はよく ています。 大島， 島の方言よりも，喜界島の

方言の方がよく ていて，先ほどの教育長さんのあいさつも できました。どのくらい

ているか，調査したものの中からいくつか 介します。例えば今回調査したものの中に

「 行機は 1 日に 1 回しかない」という例文があるんですが，これを の方言で言いま

す。「 ー ー ッ ーニ イッ イシ  ーン」。「 ならこっちの を行きなさい」，

今帰 の方言で言うと，「クー ー ー クマ   イ ー 」。そっくりですね。

「その は の だ」，「ウン ー， ー ジ 」。今帰 方言では「 」のことは「

」です。「 」を「 」，「 」を「 」，それから「 」を「ティー」，「目」を「

ー」，「 」を「 ー」と言います。そっくりです。もちろん うのもあります。お父さん

のことを「ッ ー ー」と言いますし，おばあさんのことを「 ー ー」と言います。  
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� 27 年前に来たとき，島を 1 する スに っていましたら，前の におばあちゃんが

人 っておしゃべりをしているんですが，何と言っているか，7 割か 8 割ぐらい分かるん
です。初めて来た島の言 なのによく分かるので，すごいなと思いました。皆さんも

にいらっしゃったら方言を聞いてみてください。特に大 とか国 とか今帰 あ

たり 行くと，とてもよく ていることが分かります。  
� 私の の 先生は今帰 のご出 だったんですが， 永 部島などに行った

りとか，喜界島の方言を聞いたりして，よく ているというんです。長い調査で して

いても， ームシックにならないというようなことを言っていました。それぐらい てい

ます。  
� 永 部， が に近いというのは分かるんですが， 島と 島と 大

島を ばして，喜界が に ているというのが 思 です。何でなんだろうというのが

長年のなぞです。こちらで 近発 された から， の鹿児島とか本土の方と

した人たちがここで何か大きな文化を持っていて， の中心地になっていたと思うんで

すけれども，その人たちが に行って， とか 永 部とかに行ったのかなと考えるん

です。 生時代以 ， 島という地域がどんな うに られてきたのか。それを調

べるには，考 学の を調査して， の を調べるということも 能なんですけれど

も， は言 の から，例えば今言ったみたいに の言 と喜界の言 が ている，ど

こが ていて，どこが っているかということを調べることによって，もしかすると喜界

島で した人たちが を増やして， まで がったんじゃないのかということが

できるかもしれません。言 というのは，大 な なんです。  
� 私は にもずいぶん行きましたし， 島も 永 部も も調査をしているんです。

今回も，「あれっ，これって と じだな」という表 をたくさん つけたんです。お

ご のことを「アシー」と言いますね。 でも「アシ」と言うんです。  
� それから， と ているもう 1 つは，「 」のことを，例えば小野 ， とかは

「 」と言いますし， とか とか とかでは「フ 」と言いますね。それ

から，上 とか中 とか湾とかに行くと「 」と言うんですね。 じ島の中に「 」

と「フ 」と「 」があるんです。 は の今帰 とか は「 」と言う

んです。大 や 島に行くと「フ 」と言うんです。そして国 や に

行くと「 」と言うんです。 じ島の， い地域の中に「 」と「フ 」と「 」

というのがあるというのも，喜界と も じなんですね。  
� どうしてこういうことが ているんだろうというのがすごく 思 で， い。これっ

てどうしてなんだろう， の人たちはどういう生活をしていたのか，島を えてどんな

をしたのか，その の が言 のどこかに っているんじゃないかということを考え

ながら しく調査をしています。 が皆さんに じことを何回も聞いたりとんちんかん

なことを聞いたりするのを， く えてもらっていますが，その は何か にして

していきたいと思っています。  
� 私の はここで。何かご 問とかがありましたら後でお いします。（ ）  
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�

 
（ 本）こんばんは。 大学に めておりまして，今は， 年の 4 月からは年 生活

をしております。 本と申します。  
� 喜界島には 46 年， 帰の 1 年前ですけれども，初めて りまして，それから

的に何回か来ております。 年も，ちょうど 9 月の今よりちょっと い時 ぐらいに

りまして，いろいろ教わりました。今回は，これだけ地点を回ったのは初めてで，大

れました。それで，この を今日報告するというところなんですが，まだいろいろ

を するのに 一 で，まだそこまではなかなかいきません。調査の合間の が，

どころか大 いろいろ 考になることが出てきて， かったです。何か は方言を

使うのを されていた。方言を使って，何かお なんかの 当 をさせられたことが

あったというようなことを してくださった方もいらっしゃいました。さらに，そういう

はなしの中に，方言 を けさせられたというのがあると思うんですが，その方言 なん

ていうこと も， な でしょうけども，まだそういう をお持ちの方がいらっし

ゃるうちに しておく があると思うんですが，そういう うな時代を え いた島

ユ というのが，大 だと思うんですが，島の人の中での方言 の さという

のも，いろいろなところで られたような がします。  
� これは帰ってまたもう 1回 するのを しみにしているんですけれども，例えば「何

なので」というような， とか を表すような言い方は，いろいろ出てきまして，「

物が重かったので」とかあって，「ニー  ウブ ン ニ」というような，そういうの

があったんですが，それはどこか調べている中に，「ニー  ウブ ン ティ」という も

出てきたんです。これはどうですかと聞きましたら，あっ，それは くのシマのことばだ

とかですね， シマ（うちの集落）では使わないというようなお えが ってくる集

落がありました。これはやっぱり島の中でそういう いというのをちゃんと しておら

れるわけですね。  
� しかし，そういうことをご本人たちも かない いをずっとそのままでいるというこ

ともあるということで，今回ではないんですが，私， しております。私がよく さ

せてもらったのは，島の ん中 の大朝 ，ウィン トという集落の言 なんですけれど

も，あそこは ニ ーと ーと ーマという 3 つの小 に分かれているんですが，その

小 出 が う方たちが，ス ， とか土 ですか，ス の 口，あそこを何と言う

かということで，70 を たおじいさんたちですが，大 しました。 方の方は「 ‘ス
ンティー ’ジ 」， 方の方は「 ‘ス ンビー ’ジ 」。それで，お いにそれまで，すぐ近

く， ですよね，1 つの の小 ですから。でも，こういう言い方をしている人は らな

いと，お いに，そんな言い方はないと。「フィー」とか「ピー」とかというのはよくない

じがありますね。それで，たぶんそれを けて，「ティー」にしたんだと思うんですけど，

の「 口」の「 」なんていう は，あれは「トイ（ ト・ ）」でもあって「 」で

もあって，もともと「 」だったのが，「トイ」になった。それで，その「トイ」が「ティ
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ー」になった。それから，「ス ンビー」の「ビー」の方は「 」の が っているという

わけです。  
� ですから，たぶん「ビー」の方が くて，「ス ンビー」の方が くて，「ビー」という

のが が い，何かを するようですから，それで「ス ンティー」になったという

ことだろうと思っております。これは中の方も が いてないようですけれども，お い

に が いている い，まったく が かない い，そういうものを え んでいる。そ

れほど大きくない島でもいろいろな いを。それもやがてはなくなると思うんですけれど

も，なくならないうちに しておくということが，トマさんがおっしゃった日本語の

， に がある，その を み立てていくときに，つながらないところをつなぐ，

そういう っかになる 能性がある。そういうものがいっぱい，この島にはあると思われ

るわけです。  
� 私も，そういうことで，1971 年からずっと来ておりまして，なかなか り上げられない

でいるわけですけれども，そういう島の言 はどんな うに研究されてきたかというと，

喜界島ではどうしても 1 人 前を出さなくちゃいけない方がいて，それは 伝に今，

が っていますけれども， 伝出 の さんです。 さんの 喜界島方言集

というのが なんですが， 書 にも当 あると思いますから，またご になってくだ

さい。 で しいのが 1975 年ぐらいに出ているので，これは初 です。 16 年の
7 月か 8 月に出ている。  
� この さんの方言集は，そのころ出たものとしてはとても で，特に 的な表

などがしっかりしている。あと， しげな はしていないわけなんです。ですから，こ

れを と，たぶん皆さんも，こういう うなことだと何となく聞いていたことなどに，

また しい が って，ああ，そうなのかなというのが 対あると思います。例えば「

ット ー」なんていう言 が島にありますね。 のことを「 ット ー」。それで， 語

の ットの関 から，それからじゃなんていうことをよく聞かされたりするんですけれど

も，この 喜界島方言集 ですと，「 ット ー」というのは，「かぶと」じゃないかと。

「かぶと」， 初の k が h に わるというのは，いろいろなところでおこっています。

これは， 能性とすると，大 いい目の けどころだと思いますけれども，そういうこと

もさりげなく書いてあるもんです。  
� それから，この さんは， のよさを活 いたしまして， 永 部に 集に行ってい

る。それで 永 部の を，今までのものでもやっぱり一 いいものを っていると思

うんですが，そこの中に，5 ほど さんたちがたぶん教わった， 出 の

という大先生ですね，その の使ったローマ と じ書き方で， 永 部の を

語りどおりに書いているんです。私はそれを んでから 永 部にも行きました。そのと

きに 町 に行って，1 の 員の方に，こういう言い方はしますかと言ったら，う

うん，そんなの聞かんよとか，何か間 いじゃない，とかと。1 人， 員の方が，今，2
に，町 の で，おじいちゃんたち，高齢者が集まっているから，そっち 行って聞

いてみろと言われて，2 行って聞いたら，ちょっと考えたりしましたけど，ああ，そ

れは 使ったよという方が出てきました。  
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� ですから， さんのは，よその島 行っても な書き方をしているんですね。ただ，

であることを できるのは今のうちで，そうでないと，ああ， さん，間 って

書いているんだということになってしまう。みんなに れられたら，ある 語が，それが

もう間 いにされちゃうわけですから，ですから今までに出ていた などでも，やっぱ

りそれにもう一 目を通して，ああ， かにこの通りだった，できればそれをまた で

も して保存しておけたら，これからのいろいろな研究に 立ってくるんじゃないかと

いう がします。  
� な それだけ喜界島方言というのは研究の 打ちがあるかというのは，先ほど申しまし

たように，日本語の というものを 明するときに に に立つ。方言の け えの

なさというのは， 分の母語としての方言というのはみんな にとっても じなんです。

だから，皆さんにとっての喜界島方言というのは，私は の 父の出 ですけど，や

っぱり私にとっての 父方言と じで，私にとって 父方言というのは，何か っ く聞

こえますけれども，やっぱり け えのない方言です。  
� ところが， しいですけれど， 的なことを 明する としては，喜界島方言には

く ばない。私も， 分の 父の方言もちゃんといろいろと しておきたいという

持ちはあるんですけれども，それより先に，もう 40 年近く前でしょうか，1971 年だから
ね， を けた喜界島方言の方をやっぱりちゃんとまとめなくてはという 持ちで，

的ですけれども，通っているわけです。  
� 喜界島方言の 方言の中での けということは，先ほど 先生もそういうこと

に触れられたと思うんですけれど，例えば今回の調査で ましたが， 行の ，助

の「が」というときに，「何 が」というと， がちゃんと出ますね。 本土はこれ

はありませんよね，もともとね。私も関東ですけれども，関東でも上 ， から ，

それから ，あの はずっと いところです。だから，私も 分の使 している

としては 行 はありません。島に来ると，それがちゃんと聞こえて，ああ，この島

の人の発 はきれいだねなんて思いますが，島の方も， 通語をしゃべるときには，私な

んかと じ，あと 本土と じ い「 」を使っていますが，あれはやっぱり使い分け

はだんだん しく，聞かなくなるかもしれませんね。だいぶ以前よりは い「 」が出て

きて，それで発 するということも増えてきましたが，助 の「が」などは，やっぱりそ

れほど されていない。 っているような じがしました。  
� この「 」の発 というのは，喜界島にあって，それから 方言地域では，ずっと

れた， 湾の える 国島，あそこに っている。こういう り方は何かというと，

分 とかそういう言い方を， さんという 学の日本の 一人者がしています。

分 しているというのは， いものなんだということがある。  
� これは明らかにそういう いものが っているという例なんですけれども， に

的な例としては，例えばこういうこともその 分 の中で考えると いと思うんです

が，これは地 なんですけれども，今お しした 国島や，それからその の 表に祖

という地 があります。これは 出 で，もう くなった中本 さんは，アイ 語

と関 があるんじゃないかと。アイ は， こうで とか何とか イとか， とか れ
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とか，そういうのを表す言 として「 イ」が く言 がいっぱいありますね。日本では

東 地方にもすでに られます。  
� この喜界島にまいりますと，「 イ」というのは，「 ンニ ー」（先 ），それから，先

ほど申しましたけれども，ウィン トの中ですが， ニ ーがありますね。ウィン トの

ところは，あそこはウッ ーという があって， がわいていて， がありますね。そう

しますと，これは先ほどのお しした 行 の分 と じ，一 っこと っこに

っている。これもその 分 として 明できるんだったら，もともとは日本語の 1 つと
しての 方言がここで使われる前はアイ 語がずっと で使われていたという 能性

があるんじゃないか。こんなことを，これは証明するのは しいかもしれませんけれども，

ただ， 一方で，中本さんが，「 イ」というのはアイ 語 じゃと，何かそうおっしゃ

っている。  
� 喜界島の方にもそういう「 イ」の く地 があるぞということを，それはどのぐらい

ご存じだったか分かりませんけれども，それを っていると，また中本さんはもっと を

げたんじゃないかと思うんですが，島の先ほどの小 とかそういう中に地 を し

てもない地 も っているということを 大島で聞きました。ここでもそういうような

ことはあるんじゃないかと思いますので，いろいろな地 なども保存して，今後の研究に

それを 立てていったらよろしいんじゃないかという うに思います。  
� いろいろとまだお しすることはあるんですが，1 つ，方言がなくならないようにする
ためにはどうしたらいいかということを し，トマさん，やられていると思うんですが，

私は 大島にもよく行っていまして，こちらより いぐらいかもしれませんけれども，

例えばやっぱり のうちは，教育長の晴永さんが 初におっしゃった敬語，敬語を使わ

ないで， 通 で大人とも して，ある年齢になったときに，敬語を使う。だけども，

でもやっぱり家 によっては父 ，母 が に敬語をそんなに教えない，もっと やか

に， 通の し方でしていたという家 もあったようです。  
� そうすると， の家 もあると思いますから，そういうところがあった。あとは，

さんのところは なのに大人言 を使っているなんて， ったようなんですけど，例え

ば， 近の いのは敬語を使イ ンとか，そういうようなことで，あまり に言 の

ことをいたしますと，委 して使わなくなって，何を使うようになるかと，そんなに言わ

れるんだったら，もう 通語でしゃべったほうがいいと， 語でしゃべってやれという

ようなことになりまして，かえって 分で 分の を めることになったりするわけで，

方言を すには，敬語だけじゃありませんけれども，よう方言使ったねということで，こ

れは めてあげる。教育の一 本と じで，やっぱり めて， がみんな使う，そう

いう を る。間 いだとか，いちいち言わないようにするということがいいんじゃ

ないかと私は考えております。  
� いくつかまだ したいことはあるんですけれども，時間もちょうど来たようですから，

私はこれで。どうもありがとうございました。（ ）  
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（ 会）4 人の方が共通して べたのは，やっぱり いものが っている 能性がたくさ

んある。でも一方で，トマさんがおっしゃったように， しく 化している部分もある。

重 なのは，いろいろな いがあるということですね。島の中でも， 部の方は「 」

だったり，中部は「フ 」だったり， 部の方は「 」だったり， いがあるという

ことは，な こんな いができたのか，私たちは を考えたくなるわけですが，やっぱ

りそこがとても大事だと思います。  
� いものを している部分，それから， しい 化を こしている部分，どこからどう

化したのかを していくということです。トマさんは，共通語がなまっているとおっ

しゃいましたけど，本当にそう思います。共通語の方がどんどん 化している部分がある。

だけど，島の方が にどんどん 化している部分も一方ではあります。私たちは，そうい

うことを ることで，「言 ってこういう うにして 化していくんだ」という を く

わけです。  
� ただ，一方で，私もいろいろなところに調査に行って，いつも 心 たるものがあり

ます。私たちは，言 ってこうしてこうやって わっていくんだということが りたくて，

それが しくて，さっきも 先生が しいとおっしいましたが，言 を調べているんで

すけれども，でも言ってみたら，よそ者なんです，私たちは。やっぱり言 を使って し

ていかれるのは地 の方なので，地 の方との協力関 を持って，そしてすべてを書き

すことはできませんから，やっぱり地 の方たちと協力しながら，できるだけたくさんの

ものを していきたいと思います。  
� 今はとてもいい 機ができまして， に できる 機がかなり くなりました。

今回もできるだけ生の言 の発 を したいと思って， したりビデ に ったりして

います。私たちは 1 年のうち，本当に何日間か来るだけですけども，地 の方と協力して，

地 の方ができるだけたくさんの を の世代に してくださればと思うんですね。で

も，一 いいのは， の じゃなくて，日 す で， の世代にどんどん伝えていく

とことだと思います。そのことは 本先生が今おっしゃいました。  
� ところで，トマさん，フ ンスでも方言 のようなものがさっきあったとおっしゃって

いましたね。それは，私は らなかったので，ちょっとその を教えていただけませんか。

フ ンスの方言 ですか。喜界では から げるようなものだったんですが，フ ンスで

はどういうものを。  
（トマ） だったそうです。  
（ 会）  
（トマ）はい。 な を らせられていました。  
（ 会）それは，学校で 1 日中  
（トマ）そうです。  
（ 会）あっ，お前，しゃべったというと，その に をかぶせて，学校，1 日 わる
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までかぶっているんですか。  
（トマ）はい。  
（ 会）それはこちらの方言 と ていますか。  
（トマ）はい。  
（ 会）しゃべった人に，はいとかぶせて，学校が わるまでずっとかぶせられたんです

か。やっぱり。 というところがフ ンス的というか，おしゃれですね，ちょっとね。  
それから，今回の調査でも，また，以前にも，こういうものを っていただいたことが

あるんですけど。 書きで書かれた方言集です。 近は， ー ロをご 分で打つ方もい

らっしゃいますが，これは 書きで， っちり ートに書かれたものです。 ピーさせて

いただいたものなんですけども。それから，これは先日， 書 でいただいた， の

方言集です。これには CD も いているんだそうです。それから，これは，もうこの方は

くなられたそうですが， の方言集。これも 書きですね。  
� こういうものを書いていらっしゃる方，本当に私は が下がる思いです。私たちにはと

てもこんなものは書けません。地 の，できるだけたくさんの方が，「あっ，思い出した」

と，ちょこちょこっと方言を書き す，それで ですので，そういうことをやっていた

だけたらなあ，私たちはそういうことのお 伝いができたらなと思っているわけです。  
� それから，方言を すということで，何かありませんか。  
（ ）方言をどうやって していくかというとき，学校の生 に方言大会とかお し大

会とか，方言の とかというのがあるんですが， もまったく せないですよね。です

から，そのとき， も一緒に PTA の とか，お父さんの とかお母さんの とか，

20 代から 30 代，40 代，50 代の人もいっしょに方言大会をするというのはどうかなと。
も と一緒に方言の をする。そして，おばあちゃん，おじいちゃんから方言を教

えてもらうというのはどうかなというのが 1 つの です。  
� それからもう 1 つ。皆さん にいらっしゃいますか。あるいは，お に

があったりとかするかもしれませんけれども， の え ， え にして，島ユ

の大会をして，一 上 に った人，方言に できた人は，何かお 1 とか，10
ロとかあげるとか，何か も一緒にやるのもいいかなと思うんですね。  

� が「 分の は上 だ」と言いながら， 分が方言が分からないというんじゃなく

て， も一緒にやる。お父さん，お母さんも一緒に方言を する。 たちはそれを

て， 分たちもやろうと思うんですね。そういうのはどうかなと思うんです。  
� 代で方言の をやる。お父さんの ，お母さんの を方言でやる。そうす

ると，おじいちゃん，おばあちゃんからも教えてもらうのは，いいんじゃないかなと思う

んです。  
（ 会）そうすると，おそらく小さい の方が言語習 が いですから， さんの方が

方言がうまくなって，お母さん，下 くそとかいうことが きるかもしれませんね（ ）。

ちょうど今， 育てをしている世代の方は， 語教育で，方言はだめだという しい教

育を受けて，それで，何か方言はだめだという が にこ り いているんじゃない

かという がします。  
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今はだんだん きが し わり，「方言もいいですよ」という うになってきました

けれども，その前が，方言は が いというような を え けられた時代でした・

しかし，そうじゃなくて，方言は があるということを， ストのみなさん，申し

上げたと思うんですが，そういう をどんどん げて， い人にも の をし

ていただきたいと思います。それには， かに 代で 大会というのがいいか

もしれませんね。  
（ 会）それから，ほかに何か。フ ンスでは，学校で，方言でやる 業があるんですね。  
（トマ）すべての 業を方言でやるのです。  
（ 会）すべてを  
（トマ）はい。それで，よく心 されるのは，それで が 語を えられないのでは

ないかということなのですが，そんなことまったくないです。 に 方使えるようにな

ります。 語も，その土地でしか使われていない言 も， 方 にマス ーした イ

ン ルになります。そのための学校もあります。  
（ 会）そうですか。すべてですか。私は 1 時間か 2 時間かと思いました。それは 晴ら

しいですね。喜界だとか では，方言を教えられる先生がいないんですよね。それで，

島ユ 大会なんかも，地 のお年 りの方に学校に来ていただいて，そういう方が教え

ているそうです。ちょうど学校の先生の世代がもう方言を使えない世代だということがあ

るので，まず，学校の先生の世代の方言教育が かもしれませんね。  
 

い �

 
（ 本）方言が く られていたということと関 して，方言研究も く られていると

いったことがありまして，それで大 いろいろと，だから大小の を けるという人も

いるわけです。 前は出しませんけれども，大学の教員の 考などで一方は 物語

を，また 方は 方言だなんていうときに，やっぱり 物語 のかたが されて

しまうと，そういうことがあったりすると，方言のかたは割を うわけですね。  
� それから，あとこれは私がやはり国 研 で近くの大学に来ておりましたときに，教育

学部の先生には，学部の学生が で方言のことをやるのを喜ばない先生がいるんだと聞

きました。こういうのは まってほしいと思うんですけれども，やっぱり方言研究が

がりまして，方言研究よりももっと高 と られていたところから，わざわざ方言研究

の方にいらっしゃったりする方もおられますから，これからはだんだんそういう とい

うか というか，ゆがんだ 方はなくなっていくんだろうと思います。  
� そういうことと一緒に，この方言を皆さんがこれから伝えていくということを 考え

てほしいんですけども，喜界島が 化なんかしたら るわけですよね。人間がいないと，

方言がある，ないは がなくなりますので，私は，先ほど大朝 の方言を さん

という東京に出ていらっしゃっている方から教わったんですけども，もっといろいろな人

から聞きたいですねと言ったら，「いや， 本さん， ニ ービ ー（ ニ の の人

は） ン ム ー（いくらもいない）」と，人 が ないとおっしゃっていました。
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そういうのが高じて，「 イン  ン ム ン」ということになったら，これ

では研究ができなくなりますから， を い めて，島の人口が増えて，方言を

すことに， 的な ーが くようにしていただきたいと思います。  
（ 会） 永さんはまだこれから に くわけですから，やっぱり方言研究者がもっと活

できる を，大学でもそうだし，地域でもできればあればいいですよね。何か に

けて， を。  
（ 永） ですか  
（ 会） じゃなくてもいいですけど・・・。 かに 本先生がおっしゃったように，

こういうフィール 調査をする方言研究者の が ないんですよね，日本は。世界も

そうなのかもしれません。だから，もっと言語をやる人がフィール に，地域に出て，

の言 を聞くということをやってほしい，またそういう で活 できる ，これから

な ですから，そういう人が増えてほしいなと私も思っています。その点，どうで

すか。  
（ 永） かに言語学の研究をするときに，やっぱりみんな しい の言語を研究した

がるというのがあるんですね。ところで，皆さんも「 語」とか聞くと，やっぱり 語に

は 語のちゃんとしたルールがあり，日本語の 語にも，よく学校で国語の教 書から

国文法を習いますけど，ちゃんとしたルールがあるという うに思ってらっしゃいません

か 一方で，方言にはそういうちゃんとしたルールがないと思っているのではないでしょ

うか。申し ないことですが，私 もかつて大学に るまでは，方言というのは何かし

ら 語とは う， 語から れしまった，言い えれば「 っている」という うに

思っていました。  
� だけど，大学に りまして，言語学を学 ，その言語学の で方言をしっかり ると，

あっ，方言というのも， 語とか中国語とか日本語の 語とか，そういうほかの言語と

じように，1 つのルールがある，文法書が書けるようになる，そういうすごくきれいな
言語なんだと いたんです。「方言」という言い方をするか，「言語」という言い方をす

るかというのはあんまり重 な問題じゃなくて，その言 にちゃんとした があるかど

うかというのを れば，いわゆる方言も 語もほとんど わらないんですね。どちらに

も，ちゃんとしたルール， しく言えば「文法」がある。  
� 例えば先ほどちらっと言いましたけど，「私」を表す「 ン」という言 が，「私は」の

合には「 ー」となりますね。これは，ほかの 合ですと，例えば「 は」なら「セ

ー 」というように，「は」の部分は「 」で表れますよね。「 」という うになるのに，

何で「私は」のときは「 ン 」ではなくて，「 ー」となるか， 初 思 だったんで

すが，調べて行くと，そこに一つの ・ルールがあることに いたんです。例えば，

じゃあ，「 は」はどう言いますかといったら，「ビ ー」になる。つまり 後が「ン」で

わる言 に対して「 は」と言おうとする 合，「ビン 」，「 ン 」とは言わずに，「ビ

ー」，「 ー」と 後が るようになる。これはすごくきれいなルールなんですね。  
� これは， 語やそのほかの言語が持っているルールなどと じようなものです。つまり

「方言は れている」「方言に ・ルールはない」というのは で，方言も研究すればそ
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こにきれいなルールや がある。つまり，方言もすごく研究のしがいのある言 なんで

すね。  
� なので，これから大学に って来る 来の の研究者たちも，方言も 1 つの言 ，言

語なんだ，きれいなルールがあるんだということを していけば，もっと研究者は増え

ると思います。 は方言をそのように考えていますし，後 などにもそのようなことを伝

えていきたいと思っています。  
（ 会）ありがとうございました。あとよろしいですか。  
（トマ）方言研究が く られて，方言 が いとか れていると思われているとさっ

きお がありましたが， はまったくそれはないと思って， にいる時 本先生や

先生や木部先生の 文を んで，喜界島や にすごく い言 があるというのを っ

て，これは 研究したいと思って調べに来ました。間 いなく，喜界島の方言は に

しっかりしていて，大 い言 です。  
（ 本）お きだと思いますけども，今回の の調査メン ーは い人がとても く

て，今，私が したようなことがいい方 で進んでいくことの表れだろうという がしま

す。トマさんの発言も，そういう中で，本当にそれをちゃんと してくれたというような

がして，私はたぶん今回の調査の中では一 高齢者だと思うんですけれども，大 うれ

しい じがします。これは，木部さんにまたお ししていただいた方がいいと思うんです

けれども。  
（ 会）私は，1 人で来る調査も大 いいと思うんですけれども，みんなで一緒に調査に

来たいと 初に申し上げました。そのときに， ， い人を れてきたかったんですね。

それで ったら， い人のほうが くて， い人といっても，どこで を くかですけど

も， 分以上はまだ 40 以下，30 代とか，20 代になりました。 はまだ来たいという人

がいたんですが，これ以上増えたら私はとても が持たないと思って，だいぶお りしま

した。  
� しかも今回，私たちは い人にずいぶん されました。 い人の イ ティーもそ

うですし， い人はすごく しているなと思って， を受けました。やっぱり，こう

いうことをやってよかったなと思います。  
� 喜界島でも， から世代を えて 会をしたり会をしたりするというのが島のやり方だ

ったと思うんですね。東京みたいに， はあっちに行っていなさい，ここは大人の世界，

とかじゃなくて，大人も も一緒に会に するという がいいなと，私は島に来

るた に思うんです。  
� ，そこでは共通語 ， 語 ，方言でしゃべる，というようなことをしてい

ただきたい。分からなくても，とにかく に聞いてもらうというのが大事ですから。

通は，お さんに方言をしゃべると通じないから， には共通語で すんだという方が

いんですね。日本中どこでもそうです。 かにお さんはかわいいし，お さんと会 し

たいでしょうけども， が分からなくても，とにかく方言でしゃべる。方言で語り けな

いと，おやつをあげないとか，おもちゃを ってあげないとか， それぐらいの い

持ちで んでいただければと思います。  
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（ 会） さん， 後に何かありますか。  
（ ） は 語が せなくて， マトユ しか らないんです。そういう言 を一つ

しか らない人を ン ルというんですね。 語と マトユ が せると イ ン

ルなんです。ここにいる人のほとんどは，島ユ と マトユ の つ せる イ

ン ルです。 たちをまず マトユ と島ユ を せる イ ン ルにする。中学

校に行ったら 語を して， 語と つの言 を せるようにする。そうすると，どこ

に行っても大 です。�

うちの学生がアメ に行ったりイ スに行ったりフ ンスに行ったりします。 学

先で にはどんな がありますか， ではどんな を べますか， の はど

うなっていますか， にはどんな文化がありますかと聞かれる。でも， えられない。

ところが，よその国から来ている学生たちは， 分の にはこんな があって，こんな

があって，こんな文化があって，こういう を っていると一生 語るんだそう

です。�

� 分の生まれ育った土地の言 も文化も も らない人は， に行って を持っ

て 分を語ることができないんです。だから，島の言 や島の文化を教えるのは， い人

間を育てるのではなくて， 会に行っても 国に行っても，どこにいっても 分のことを

を持って語る，そういう い人を育てることなんです。方言を教えるから， い世界

に じ めるんじゃなくて，木部先生が言ったみたいに，どこに行っても， 分は喜界島

の出 だと を持って語れる， たちのため， たちの教育のためだと思って，方

言で語りかけることが なんです。�

� は， マトユ にするか島ユ にするか，あれかこれかの 者 一でした。しか

し，今はあれもこれも。 つの言 を せるのがいいんです。一つの言 をしか せない

よりも つの言 を せるのがいい。 つの言 を せるよりも つの言 を せるのが

いい。これからの喜界島の には言 を つ せる， つ せるようにする。そんな教

育を今日ここに来ている人たちが めれば， で活 できる喜界島の人が出てくる。あ

あ，テレビに出ているこの人は国 で活 しているけど，喜界島の出 で，島ユ も上

だ。そういう 者を育てるようにするのがいいんじゃないかなと思うんです。�

� トマさんはフ ンスから来ていますし，先に帰ったローレンス・ウエインさんはニ ー

ジー ン からきていますが，喜界島の言 は 国の人にまで を持たれている言 だ

と， を持って たちに教えてほしいと思います。�

 
（ 会）どうもありがとうございました。もうそろそろ時間ですので，この で めたい

と思います。もし何かご 問があれば，5 分ぐらいお えできればお えしたいと思いま

す。どうぞ。  
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（ ）どうも， 重なお をありがとうございました。 先生のお をお伺いして

を持ったんですけども，つまり と喜界島は共通点があると。つまり，「目」が「 ー」

と。 本先生がおっしゃった 先生の 喜界島方言集 ，町の 書 にありますけれ

ども，その中に，喜界島の母 は「ア」，「イ」，「ウ」の 3 つで，「エ」が「イ」に，「 」

が「ウ」になっているとか，トマ先生もおっしゃっていた，「イ 」が（喜界）島では「ウ

ム」， 集 は「ウ 」となっていると，「 」が「ウ」になっていると思うんですね。 
� そこで， 先生にお伺いしたいのは， でも母 は 3 つなのかどうか。「目」が「
ー」となるとおっしゃっていたので， ょっとすると，喜界島と じように母 が「ア」，

「イ」，「ウ」の 3 つなのかなと と思ったんですが，その をちょっと。  
 
（ ） も，「イ 」は「ウム」と言うところがありますので，「 」は「ウ」になり

ますね。「言 」を「クト 」，「事」を「クト 」と言うので，母 「 」が「ウ」にな

るのも じです。「目」は「 ー」，「 」は「ティー」という うに，「エ」という母 が

「イ」に わります。  
� ただし，3 母 だけではなくて，「前」のことは「メー」と言います。「 エ」のことは

「フ ー」とか「 ー」とか言います。喜界島にも「エ」という母 もあります。さっき

永さんが言っていた「私は」というのを「 」といって，「 」という母 もあります。  
� 「ア」，「イ」，「ウ」の 3 母 だけではなくて，「エー」という母 も「 ー」という母

も喜界島にもあります。それは でも じで，「前」のことは「メー」といいます。「 」

は「フ ー」とか「 ー」とか「 ー」とかといいますので， の言 も じです。母

の とか の とか，喜界島の言 と の言 は，よく ています。  
（ 本）ちょっと け しますけれども， の言語と ているとともに，喜界島の言

は， の 大島ともやはり共通点がある，その点で， 方の 目みたいなところがあ

って，そこを き明かすのが いところなんです。「取ろう」というのは，「何かを取ろ

う」といったときに，「ト ロー」という言い方は大島 の言い方ですが，それだけじゃな

くて，「ト 」という があります。あと，「取るだろう」というのの い言い方で，「ト

ユロー」という のほかに「ト ユ 」という があります。 方は 大島と共通で，

方は 永 部， から 本島と共通の です。  
� この 2つが一緒になっているというのは，例えば 大島 の言い方があったところに，

からの力が って，それが して，2 つの が保存されている。この島は大 ，

を大事にしまして，2 つあったらば，どちらか っ をなくしちゃうというんじゃなくて，

何か微妙な使い分けをして， つを保存しておくという があって， 大島 の と

本島 の が共存しているんですね。  
� そういう うな 持ちというのがずっとあるらしくて，例えば今日も教わっていました

ら，「 」と言うんですか，「 」は「 」と「 」と 2 つあって，かぶり と，そ

れから し とを 別するという。これもやっぱり 1 つだけにして一緒にしないで，せっ
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かく 2 つあるんだから，どっちも使おうというような 。これは，もしかしたら大島本

島 の言い方，それから の言い方，それ 方を共存させたときに に いた心とい

うようなものが，ずっと今でも伝わっているのかななんて思って，聞いていました。  
 
（ ）私は 4 点ほどお聞きしたいんですけれども，まず 1 点は， 先生が後の方で

メントなさいました言語をいろいろ っておくといいんじゃないかというようなことだっ

たんですが， ，グロー ーシ ンに を っ んだような になるんじゃないか

なと思って，今，お を伺って，今日，先生方がなさったのは，喜界島の方言についてや

っていらっしゃる。だけれども，ほかの言語を るということは，また喜界島の方言が薄

められていく が出てくるんじゃないかなという が私は今， いてきました。それが

1 点ですね。  
� それから， のことなんですけれども，喜界島には喜界島もともとの があります。

その後， ユー，ウ ーユーというのがあります。その に マトユーがあって，

アメ ユーがあって，今は マトユーになっているわけですね。そういう な の中

で，先ほどいろいろご指 くださいました方言の発 の いなど，表 の いなどが関

しているところが出てくるんじゃないかなという，私は 問が出てきたんですけれども。  
� それから，危機の問題ですが，私は高校の教員をしていました。それで，（ ）本島に

来ましてから，私は（ ）本島の出 で，小学校はここで 業しました。あと中学校，

高校を で ごしたんですけれども，その中で，20 年ぐらい前に本校 してまいり

まして，そこで生 と教員とのいざこざが に く本土でも聞きました。鹿児島からみ

えた先生方が 十 ーセントですね。私どもが かったころは， 30 年代までは地
の先生方が かったんですけれども，その後，本土 の 帰後， がありまして，鹿

児島からみえた方 は，鹿児島弁で をしかるわけですね。 は分からないわけです。

そうすると，今 は 打ちみたいにして，島ユ で するわけですね。そうすると，

ますます教員は って， しく生 に当たったということがあって，学校では方言を使わ

せないようにするということもあったようです。  
� それ以前は， するに共通語を使えと。私も小学校のときに方言 を に けられた方

なんですけれども，そういうこともありました。それで，そういうこともあって，ある

では，その の中で，やっぱり方言が人間の わりを さえ けてきている が出て

きておったんじゃないかという うなことです。 におるときには，お前は方言を分か

らんのだという うなことを言われて， から行っているものですから，そういう り

も受けました。  
� それからもう 1 つは，方言研究の，あるいは方言のレ ルの さというご発言もあった

んですが，それは，先ほど申しました教員と生 とのいざこざですね， で，私はちょ

うど 33 年の高校 業ですから，その 20 年， 30 年前後の間で聞いたことな
んですけれども，私の の先生に， 査をしていらっしゃる方がいらっしゃいまして，

その方の ですと，そういう方 は地 の人ですからよかったんですが，本土からみえた

方 は， ，そのころは が する 人ですから，その 人には の 語が
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せる通 が いておったと，いうような も聞いたわけですね。  
� ということは，やっぱり されているという中で，方言が く われてきたんじゃな

いかなというようなことも，今， 先生のお を聞く中で，思いを こしていると

ころです。もしそういう うなことが先生方のお に立てればと思うところです。どうも

ありがとうございました。  
（ 会）今のご 問は，ご としてうけたまわりたいと思います。  
 
（ ）（ 問は）一 初のほうの 先生 のですね。レ ルの問題，それから危機の

問題，それについて，ご研究の中でどう今後， が持てるのか。私どももやっぱり地

におって方言をいろいろと先生方のお 伝いをできるところもあるだろうと思いますので，

その中で，今後，私どもがどう動けばいいのかという うなことも出てくると思いますの

で， にはできないと思いますけれども，よろしくお いします。  
（ ）言 を，方言も 語もやっていくと，もう一方がだめになるんじゃないかなと

いう なんですが， は人間の はそんなに小さくなくて，4 国語でも 5 国語でもき

ちっと せるんです。それはこちらにいらっしゃる方 が， 語でも せるし，方言で

も せるわけですよね。教育長さんも上 に 語でもあいさつなさいますし，方言でも

あいさつなさいます。  
� こちらができると，あちらができなくなるというのは の考えで，今は言 は 2 つ，3
つと えられるといわれています。2 つ えられた人は 3 つ目が い，3 つ えた人は 4
つ目が いというのがあるんです。マル ン ル化と言われていて，たくさんの言 を

えていくのがこれからの世の中なんです。ですから，1 つの言 しか せないよりも，2
つの言 を せるようになるのが重 なんですね。  
� は，あれかこれか，共通語か方言か。方言はだめだから共通語にしなさいでしたが，

今は共通語も せるようにするし，方言も せるようにする。そして 語も。できれば，

これからは中国が 発 していきますから，中国語もできた方がいい。というように，

たくさんの言 を たちに教える時代になっているんですね。  
� 文部 学 もそう言っていまして，学習指導 なども わってきていて，方言も教え

ていいですという うに わってきています。ようやくこの 20 年ぐらい，文部 学 の

指導 も たちに地 の文化や言 を教えてくださいという うに わってきている

んです。  
� 言 を 1 つしかしゃべれない人は， をちょっとしか使ってない。言 を 2 つしゃべれ
る人は，もう し使っている，3 つしゃべれる人はたくさん使っていると思った方がいい
と思います。だいたいトマさんが 語もフ ンス語も日本語もしゃべれる人で。  
（ 会）� 語も。  
（ ）� はい， 語も（ ）。 島の方言もしゃべれます。そういう人が な人な

わけですね。土地の言 を大 にするというのは，グロー ルであり，かつロー ルです。

それが 1人の人間に共存するということです。社会もそういう うに わってきています。 
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（ 会）� やっぱり大 なのは， であるということに があるという，そういう

に していくことだと思います。1 つのことだけじゃない。今は国もそうですし，
世界 が， であることに があるという うにだんだん わってきました。 の，

1 つのものしか を めないという考え方も わってきました。学校 もそういう考

え方を取り れて しいですし，もう取り れつつあると思います。  
 
（ ）今日は の るさとに来ていただいて，ありがとうございました。2 点ほどお
伺いします。中国語，それから 語，それから日本語と関 があるというのは， に

それは当 のこととして分かりやすいんですが，先ほどちらっと出てきましたけど，

から に るまで，あちこちにアイ 語の があるわけですよね。私の持っているわ

ずかばかりの でも， にアイ 語と関 があると。  
� 木部先生も めて，例えば のアイ の集落にお りになって，聞き取りなどをな

さっている先生がいらっしゃいましたら，そこで，この とか で，これはまさしく

アイ （語）だというものが，もしこういうのがあるよというのがあったら教えていただ

きたいということが 1 つ。  
� 2 点は，今日はトマ先生もいらっしゃいますけど，ウ ル・アル イ語とイン ・

ーロッ 語族の中，これはあんまり には分 されてないけど，この 2つの れの中で，

のこの島の言 というのは，それらの中のどの とかかわりがあるのか，どっち に

っているのかという，この 2 点をお聞きしたいです。  
（ 会） に大きなテーマですね。アイ 語の をどなたか・・・。  
（ ） 本先生はアイ 語との をしましたが， 文時代のころの言 がもし日本中に

あったとすると，その方言は今ではまるで 国語のように，どこの国の言 か分からない

ぐらい っていたはずなんです。 の方言も喜界島の方言もよく ているんですね。「目」

を「 ー」というような共通点があります。もし にアイ 語と共通のものが っていた

としても， のようにわずかに っているだけなんだろうと思います。  
� 喜界では「 」を何と言うんですかね。「 」「ピ 」ですね。アイ 語では「がけ」

のことを「ピ 」と言うんです。私は 1 回だけアイ 語地 の調査で に行ったことが

あるんですが，アイ 語地 の「ピ 」を聞いて っくりしました。  
の方言では，上り は「 」，下り は「 」と言うんです。だから「ピ 」も「

」も日本語にもともとあって，それがアイ 語と の方言に っているのかもしれま

せん。  
今はアイ の人たちは にいるんですが， では関東 野のちょっと ぐら

いまで，日本 では の 野 の までアイ 語地 があったようです。本 の

分に んでいた人たちの言 になります。 生が まって，日本中に 生文化が がる

前ぐらいまでは，本 の 分にアイ 人 の が んでいたと考えられるわけで，日本

語の中にその があるだろうとは思うんですが， な証 を つけることは しいで

す。もしアイ 語と 語の共通性があるとしても，日本語を ばして言語学的に に

共通性を つけるのはすごく大 です。 能性は 定はしませんけれども，証明するのは
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大 だろうと思います。もう 1 点はトマさんに。 
（トマ）ちなみに「 」についてなのですが， 事 に「 （ クニ

）」という言 があって，「 たい 」とは何だろうとずっと 思 に思っていまし

た。それで，初めて と に来て，「 」の「 」は「 たい」ではなく「

」という だとやっと分かりました。  
� に言 の ですが，どこから来たかという問題ですね。やはり ・ の言 は

日本語と の関 にあります。どう ても文法も 語も に ていて， が じで

す。それがまた世界のどこの言 と関 があるのかという問題は に しいですが，朝

語と関 があるのではないかとよく言われます。しかし，それを証明するのは に

しくて，今までの にはそれほど い はないです。それに 代の日本と朝 島の間

に があったので，言 の もあったでしょう。だから はもしかして別かもしれ

ません。その 能性の方が高いと思います。  
� またほかの言 を ても， た目は ていますが，よく ると中 がかなり っていま

す。ほかの研究者に伺ったところ，日本語と ・ の言 の は， のところは

まだ 明だそうです。  
 
（ 会）じゃあ，もう時間も ましたので，以上でシンポジウムを わらせていただき

たいと思います。どうもありがとうございました。（ ）  
 
（進行）� いろいろな からご 言，ご 受ありがとうございました。  
それでは， 後に 会のあいさつを，本町の文化協会長がいたします。よろしくお い

します。  
 
（文化協会長）� 皆さん，本日はお れさまでした。予定の時間を 30 分ほど ており

ます。でも，まだまだいろいろと 問もされたい方も く，またこれほど関心の高い，

ストの方，そしてまた 会をされた木部先生，本当にありがとうございました。  
� は私，教育長の先生が先ほどごあいさつで皆 にご 介しました鹿児島地域文化創造

事業，この本を るのに，喜界町ブロックのブロック長として させていただきました。

この本は， 学校，それから 書 等にございます。喜界島の たち， の たち

に しでも方言に しんでいただこうということで，大 ， たちが しみやすい中

になっております。そして 島 の特 ある島唄，それから先ほど 先生がおっしゃっ

てくださいました え ですね，皆さんが っている を え として たちに

ってもらって，方言をより近いものとして たちに方言を使っていってもらおうという

ことで，このような本ができております。本当に 先生，それから木部先生には，その

ときにいっぱいお世 になりました。  
� そして，また今回，木部先生をはじめ 学校の先生方，総 十何 ，大学の先生方が

来てくださっております。本当にこのように喜界島から めに， の言 ，消えゆく

言 であります，この言 を そうと一生 してくださっております。どうか地 の
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も一生 取り んで， たちに何とか方言を して伝えていくように 力したいと思

っております。  
� そしてまた，私ども文化協会，大島 の文化協会でもいろいろな取り みをしておりま

す。 町では，方言を使うということを 例化しようということで 例を 定しており

ます。文化協会としても，いろいろな で何とか 力はしておりますが，やっぱりこれは

大 しいことで，地 の皆さんが たちにしっかり伝えていかないとならないことだ

と思っております。  
� どうか今後とも喜界町の方言，そしてまた の方言を皆さんでしっかり えていただ

きたいと思います。 ではありますが， 会のあいさつとさせていただきます。本日は

お れさまでした。（ ）  
 
（進行）� ありがとうございました。調査団一行の今後のご活 と の 持ちと 時に，

喜界町との一 のご指導をお い申し上げたいと思います。その を めて，大きな

をお いします。（ ）  
� それでは，発表講演会に された皆さん，大 お れさまでした。お帰りは を け

てください。以上で 講演会を します。お れさまでした。ありがとうございまし

た。 


